
　第５節　北見市の花観光

　　北見市は、常呂の海岸から大雪連邦石北峠まで110km、標高差1,050m

　　同じ花・草木でも開花に標高差から長い期間楽しめるのが特徴です。

 ■道の駅おんねゆ温泉

　　道内24番目にできた道の駅おんねゆ温泉には、夏の花

　花菖蒲が果夢林タワーを中心に両サイドに広がります。

　　道の駅から山の水族館方面の丘を登り、花丘地区に行

　くと、おんねゆ温泉農業交流センター「花えーる」があり、

　ハーブ園が広がっています。

 ■おんねゆつつじ山

　　天然記念物で紹介しています。（P６１参照)

 ■天狗平　水芭蕉

　　観光・景勝地で紹介しています。(P６７参照)

 ■相内ネットワーク・フラワーロード

　　（相内・美園地区・夕陽丘通)

　　美園地区の各家庭が趣味で行っていたガーデニングを

　地域が結合し、春の芝桜から秋のサルビアなどの花々を

　夕陽丘通に植栽したのが始まりです。

　　平成１９年農水省の農地・水・環境保全事業が開始され

　相内地区に広がっています。

　　北見市内には、端野町総合支所前や花園町など地域

　住民の手で道路路肩に四季折々の花が観光客や市民の目を楽しませてくれます。

 ■北見フラワーパラダイス

　　東京ドーム６個分の面積28ｈａに及ぶ広大な山一面に約85種、

　約3万5千本の草花や樹木が、ゴールデンウィークの桜や北こぶ

　し、9月下旬のモミジの紅葉まで楽しむことができます。

　　園内には、マイカーの乗り入れやペットの入園も許可されてい

　ます。
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